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スライド資料について

https://sammyppr.github.io/

資料はここに置いていきます。復習にご利用ください。
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https://sammyppr.github.io/


磁気テープ(VHS・ベータ)
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テレビの録画

テレビで映像を視聴することが当たり前となった頃、

ビデオテープが登場しました。

それまでは、みたい番組を見るには、その時間にテレビの前にいるしかありませんで

した。

ビデオテープの登場により、

好きな時間に映像を見れる

ことが可能となりました。
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仕組み

ちょっとナレーションが微妙ですが、仕組みについての映像見てみましょう。

VCRの仕組みとは？(13:44)
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https://www.youtube.com/watch?v=lRNv4uM6auI


TVの仕組み

現在では、

FHD: 1920x1080

4K: 3840x2160

のデジタル情報にて映像をうつしていますが、アナログ時代には走査線・インターレ

スという方法が取られていました。

当時はデジタル化しても

SD:720x480

というサイズでした

Cathode Ray Tube - Animated Explanation(1:47)

インターレース映像とプログレッシブ映像(6:50)
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https://www.youtube.com/watch?v=lI09bp5BAa0
https://www.youtube.com/watch?v=jHUi0br7xu0


走査線

当時のアナログ放送の走査線は以下の通り

VHS：240

S-VHS：400

テレビ放送：525

画質は綺麗ではないのですが、録画できる、というだけでこれだけ売れたのは今から

考えると面白いですね。

サイズの比較をしてみましょう。

16:9：1920x1080/1280x720/720x480
4:3：640x480/320x240/160x120

動画の画面解像度の種類・調べ方・決め方。高解像度のメリット・デメリットも

紹介
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https://thingmedia.jp/2289
https://thingmedia.jp/2289


アナログ情報なので...

テープが絡んだり、キレたりすると、オーディオの時に見たように、テープで繋ぎ合わ

せたりしていました。

How To Repair 8mm Video Tape(8:25)
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https://www.youtube.com/watch?v=mahTLBFa8u0


VHS対β戦争
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BETACAM

業務用においては、

BETACAM（ベータカム）は、ソニーが開発したアナログコンポーネント記録のカ
セット式VTR。かつて放送用・業務用における撮影において、世界中で事実上の

標準方式となっていた。

が利用されていました。
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BETACAM
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VHS・β

家庭用ビデオにおいても、ソニーはベータマックスを開発(1975)しましたが、成功し

ませんでした。

VHS(1976)に負けてしまいました。

ソニーのベータマックスがJVCのVHSカセットレコーダーに敗れた経緯(3:48)
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https://www.youtube.com/watch?v=ddYZITaxlTQ


VHS・ベータマックス
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VHSの戦略

VHS対β戦争　開発わずか5カ月、松下が放った奇跡の一手

性能が良いからといって売れるわけではない、という珍しい例だと思います。

米国市場を取れるかどうかが問題だった

アメフトの試合(240分)を録画できるかどうかが分かれ目
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https://bookplus.nikkei.com/atcl/column/082000404/082000003/


第二次ビデオ戦争

メディア文化論V

17



8ミリフィルムカメラ

個人が撮影するには8ミリフィルムカメラがありましたが、これはそこまで一般には普
及しませんでした。

お金持ち

マニア

の間で1960-70年代に利用されていました。

8ミリフィルムを振り返るー家に眠っている8ミリフィルムの映像をデジタル化し
てみよう

令和5年の大阪を8mmフィルムカメラで撮影してみた
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https://www.kitamura-print.com/data_conversion/column/column015.html
https://www.kitamura-print.com/data_conversion/column/column015.html
https://www.youtube.com/watch?v=2HBMMzcJZZ0


家庭用ビデオカメラ

据え置きではVHS陣営が勝利を収めましたが、その後家庭用ビデオカメラの戦いが始
まります。

OJ リポート「8ﾐﾘ対VHS‐C 第2次VIDEO戦争」1989年 (平成元年)(5:02)

CM Sony 5 Handycam55 Passport Size (1989)(0:30)

VHSで覇権をとっていた陣営ですが、ビデオカメラにおいてはソニーに敗北、という

これまた珍しいことが起こります。

VHS-CはアダプタによりVHSビデオデッキで再生可能

標準で40分・3倍モードで120分...3倍モードだとビデオデッキで再生できない

一方、8ミリビデオは120分が標準で録画可能だった

商品のあゆみ ビデオカメラ
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https://www.youtube.com/watch?v=MvbHgt8KN5A
https://www.youtube.com/watch?v=QZsxuLahHSI
https://www.sony.com/ja/SonyInfo/CorporateInfo/History/sonyhistory-f.html


映画のビデオ化
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映画

かつて映画は映画館で見ることしかできませんでした。

家庭用ビデオの登場により、映画はビデオとして販売されるようにもなりました。

映画の売上に、映画館の上映だけでなく、ビデオとしての販売も加味されるようにな

っていきます。
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OVA

テレビや映画のためではなく、

ビデオで作品を発表するようになっていきます。

OVA(Original Video Animation)

1983年の世界初のOVA作品のオープニングを見てみましょう。
当時、販売用ビデオソフトが1万円以上した中で6,800円という低価格で発売されたこ

とで業界の注目を集め、本作によりOVAというジャンルの歴史と市場が形成されてい
きました。

Dallos OP(1:33)

押井守が40年の時を経て明かした「ダロス」の謎。「自分の運命を狂わせたのも

OVAで、立ち直ったのもOVA」

日本のOVA作品一覧
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https://www.youtube.com/watch?v=fDDDGXYzQHs
https://press.moviewalker.jp/news/article/1129866/
https://press.moviewalker.jp/news/article/1129866/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AEOVA%E4%BD%9C%E5%93%81%E4%B8%80%E8%A6%A7


レンタルビデオ
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レンタルビデオ

1980年代に登場したレンタルレコードですが、1982年にCDの登場により、レンタル
CD屋に変わっていきます。そして、ビデオの登場により、レンタルビデオ屋に変化し

ていきます。

ＪＶＡレンタルシステム加盟店数推移

1990年代をピークとして、その後は衰退しています。理由はもちろん、有料動画配信
サービスにあります。

レンタルビデオ店もはや絶滅間近？　GEOにTSUTAYA...大手の進む道は
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https://www.jva-net.or.jp/report/joiningshop.pdf
https://www.j-cast.com/trend/2023/05/16461598.html


GEO・TSUTAYA

TSUTAYA琴似店閉店最期の館内放送

TSUTAYA（ツタヤ）の店舗数推移

ゲオとTSUTAYAに大差をつけた｢本質的な違い｣
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https://www.youtube.com/watch?v=wYC8lAuQU84
https://reiwajpn.net/archives/9165
https://toyokeizai.net/articles/-/815125


Vシネマ

Vシネマとは、もともと映画館公開を目的とせず、ビデオソフトとして発売された
り、レンタル店に配給されることを前提とした映像作品を指します。主に東映("V

シネマ"という単語自体は東映ビデオの登録商標)が展開し、ヤクザ物、ギャンブ
ル物など、ハードボイルドな作品が多いのが特徴です。

当初は3000万程度の予算がついていましたが、現在では50-300万の低予算で製作さ
れています。

ある映画監督のXX日 予告編0705(1:30)

低予算映画（Vシネ）の裏側に迫る！『ある映画監督のXX日（仮）』製作支援のお
願い

映画を撮りたくても撮れなかった監督にとっての修行の場としても、Vシネマは成功を
収めました。
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https://www.youtube.com/watch?v=ob7AkjvnOVU
https://motion-gallery.net/projects/aru_eiga_kantoku
https://motion-gallery.net/projects/aru_eiga_kantoku


Vシネマ出身監督

三池崇史(みいけ たかし):1991年にVシネマで監督デビューし、その後劇場公開作
品で活躍。バイオレンスの巨匠として知られ、独自の「三池ワールド」を展開.

小沢仁志(おざわ ひとし):Vシネマで活躍し、「Vシネマの帝王」と呼ばれるほど.

青山真治(あおやま しんじ):映画監督、小説家、音楽家、映画批評家として活躍.

行定勲(ゆきさだ いさお):演出家、脚本家としても知られています.
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Vシネマ裏話

Vシネマに実際に携わってきた小沢仁志さんの裏話

なんでAVの隣なんだよ！【あなたの知らないVシネマの世界】(12:22)
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https://www.youtube.com/watch?v=S-Cl3fxcHMc


ADAT
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音楽の世界にも大きな影響

VHSの上位規格であるS-VHSが発売されると、Alesis社がADATを発売(1991)します。

それまで、アナログテープで録音してきましたが、S-VHSに音をデジタルで録音・かつ
8トラックのマルチトラックレコーダという商品を出してきました。

アナログテープでは24トラックが主流でしたが、デジタルのため、3台繋げて24トラ
ックにもでき、それ以上に拡張することもできました。

Alesis ADAT 8 tracks digital tape recorder Demo(〜1:00)

ノイズを気にせず録音ができるため、当初の値段は40万ほどでしたが、値段が下がっ

た頃に自分も買いました！

とは言いつつ...90年代後半にはHDDレコーディングに座を奪われます。
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https://www.youtube.com/watch?v=_oScIGyHHIc


今も残るADAT

1本の光ケーブルで8chの音を送る規格は現在でも残っています。

RME ( アールエムイー ) / Fireface UCX II
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https://www.soundhouse.co.jp/products/detail/item/293219/


まとめ

磁気テープ(VHS・ベータ)によって

映像の視聴環境が変わった

映像の配信方法も変わった

映像製作環境も変わった

音楽の制作環境も変わった

と、多くの面で非常にインパクトのあったイノベーションだったと思います。
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小レポート

manabaより以下の内容で提出してください。

ビデオレンタル文化とその終焉について、あなたの意見をまとめよ。
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